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1. はじめに 

近年コンピュータが普及し、様々な環境で使用される。

作業などで手が汚れた場合や、コンピュータから離れて

操作を行わなければならない場合に、コンピュータの操

作を行おうとすると、キーボードやマウスが汚れてしまた

り。操作の度コンピュータに近づいて操作しなければな

らないなどの問題がある。 

 そのような状況でもコンピュータの操作が行えるように、

コンピュータ内蔵WEB カメラと、画像処理を用いてコン

ピュータの操作が行える、マウス操作方式を提案する。 

2. 提案するマウス操作方式の提案手法 

提案システムの処理の流れ図１に示す。まず、コンピ

ュータ内蔵WEBカメラを使用し、画像を取得する。取得

した画像から肌色抽出を行い、ノイズ除去を行う。手の

面積を用いてクリックを行い、手の重心が存在する位置  

で、マウスポインタを移動させる方向を決める。 

 

図 1.提案システムの処理の流れ図 

3. ノイズ処理 

ノイズ処理を行う前に手を認識させるため、肌色抽出

を行う。人肌には個人差があるため

「Hue:0~80,Saturation:0以上,Value50以上」と閾値を決

め、処理速度をあげるため、グレースケール、二値化を

行う。取得画像のノイズを処理するために、膨張、ラベリ

ングを用いて処理を行う。取得した手の重心と面積を求

め、重心の存在位置によって、マウスの移動する方向を

決める。面積の大きさが規定値より大きい場合クリックを

行う。 

4. 検証結果 

本提案方式の検証結果を表 1 に示す。本検証では 

参考文献[1]IT 講演会支援サイト提供のクリック練習入

門編、基本編を用いて検証を行う。入門編では開始か

ら表示される点を 10 回クリックするまでにかかった時間

を計測した。基本編では 50 回表示される点をクリックし

た回数計測した。入門編の結果より、提案システム結果

が遅いことから、提案スステムの処理速度が遅い結果と

なった。基本編の結果より、提案システムの処理速度と

クリックの精確性が劣る結果となった。2 つの検証の結

果より、提案システムの処理速度が遅いため、マウスの

移動に時間がかかってしまう。クリックに関しては基本編

での結果よりクリックは行えているため、マウスの移動速

度に問題があると言える。 

表 1. 提案システムの検証結果 

使用機材 入門編 基本編 

マウスの使用 7 秒 50 回 

提案システムの使用 2 分 32 秒 3 回 

 

5. まとめと今後の課題 

提案するシステムは、コンピュータ内蔵WEB カメラを

使用して、マウスの代わりにコンピュータ操作を行うもの

である。そして、コンピュータ操作を行うために画像処

理を用いて取得画像から肌色を認識させることが可能

になり、コンピュータを操作する事が可能となった。 

今後の課題として、手の認識精度の向上と処理速度

の改善が挙げられる。処理を付加することで、マウス使

用時の操作性に近づけることが今後の課題である。 
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